
 
  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC ３月第 1 例会 (2024.3.5) （Zoom 例会併催） №３４９７ 

 

(1) 「君が代」 

ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

(2) 内山 博之会長挨拶 

皆さん、こんにちは。今年の冬は暖冬とはいえまたまだ

寒さが続いておりますが、3月に入りますともうすぐ春

が近づいてきているという気持ちになるものです。最近

の時事ネタといいますと、大谷翔平のまさかの結婚発表

でありまして、お相手が非常に気になるところでありま

すが、ご本人曰くいたって普通の方とのことですが、大

谷翔平の妻ですから、普通の方であるはずがありません。

大谷翔平がドジャースで活躍できるのも、あるいはスラ

ンプに陥るにしても、どちらにしても奥さんのプレッシ

ャーは並大抵ではないと思いますが、ぜひとも二人力合

わせて頑張ってもらいたいと思います。私の業界では例

年この時期は確定申告でありまして、期限まで 10日と

なりますと事務所全体が殺伐とした雰囲気になってお

りまして、私も少々疲れが溜まってきておりますが、確

定申告と絡めてもう一つの時事ネタとしましては、裏金

疑惑であります。この裏金を申告する必要があるのかと。

これは議員個人がつかったのだから課税だということ

が言われております。また鈴木財務大臣は、申告は個人

の判断であると言っておりました。これに対して野党は、

脱税であるとして非難しております。しかしながら、こ

の考え方は、正確ではありません。まず、この裏金を課

税するなら何所得となるのか。該当するとしたら、雑所

得か一時所得でしょうか。そもそも、脱税という言葉は

法律にはありません。正しくは、税のほ税といいます。

この定義は、「不正その他の偽りの行為により、税の全

部又は一部を免れようとする」ことです。つまり、そも

そも本人が、課税認識や所得認識があったかどうかがポ

イントなのです。仮に所得に該当し課税されることが判

っていながら、こんなもんに税金なんて払えるかという

話であれば、この方は、ほ税犯であるわけです。しかし

ながら、何の所得になるのかわからない、そもそも所得

に当たることすら考えていなかったとなれば、これを税

のほ税ということはできません。また、この裏金が誰に

帰属するのかという論点もあります。税法は、実質所得

者課税の原則に立っていますので、取得名義が誰であっ 

 

 

たとしても、実際に帰属し費消等した者に対して課税さ

れます。でありますので、仮に議員に帰属し費消したと

して、では所得に当たるのか、当たるとして何の所得に

なるのかを順番に考えていかなければなりません。日本

は法治国家であり、特に税の世界においては、確かに憲

法 30条により納税の義務はあります。しかし、これに

しても、30条適用の前提として、法の定めるところに

よりとされています。さらに、憲法 84条の租税法律主

義により、法律やその他法令に根拠がないと課税されま

せん。むやみやたらに、貰ったから課税などという主張

は何ら意味がないわけであります。また、我が国は、自

主申告、自主納税の立場をとっています。つまり、納税

者自身が、法律の規定を基に自分で考え判断した上で申

告納税するべきものです。それを助けるために私の職業

である税理士などの専門家がいるわけであります。そし

て、その自主申告により提出された申告書に誤りがあっ

たりすることもあるかもしれないということで、それを

検証する目的で税務調査というものがあるわけです。つ

まり、自主申告の担保としても税務調査、いわば表裏一

体の関係にあるともいえるわけです。鈴木財務大臣の発

言により、納税は自由なのかと非難されていましたが、

私は、自主申告、自主納税の立場があるから、納税者つ

まり議員の判断だと言っているに過ぎないと思います。

何にも間違ったことを言っているわけではないと思い

ます。まとめますと、この裏金疑惑ですが、まずは行政

の判断として、国税庁が判断を示すべきですし、仮に課

税所得に当たるとして、議員が申告していなかったら、

その時にはまず任意でありますが、税務調査を実施する

というのが正して流れだと思います。相手が議員、いわ

ば公人だから何をしてもいいのか、けしからんという今

の風潮はいかがなものかと思いますし、やはりしっかり

とした理屈をもって、やって良いことと悪いことの区別

をするべきと思います。私共の業界は、この確定申告が

終わりますと、春が来たという雰囲気になります。残り

1週間頑張って参ります。以上、本日の会長挨拶とさせ

ていただきます。有難うございました。 

 2023-24 年度 
国際ロータリー会長 

ゴードン R. マッキナリー 

 
2023～24 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

内山 博之   



(3) ゲストの紹介（小木將綱青少年交換委員長）） 

2018-19年派遣一年交換学生 本間菫子さん 

本間 彊君お孫さん 

当クラブスポンサー  

ホスト 5100地区 Sherwood RC  

 

 

 

 

(4) 米山奨学生余子慶さんへ奨学金贈呈挨拶 

(5) １００％出席バッチ贈呈 

 

 

 

 

(6) 誕生日お祝い贈呈(１０名) 

(7) 結婚記念日お祝いの紹介(８名) 

(8) ロータリーの友ご紹介（北爪彰人広報会報雑誌副委

員長） 

(9) 髙橋秀樹 RA副委員長、RA地区大会参加報告 

さる３月２日（土曜日）、ホテルニューオータニ長岡に

て、ローターアクトの地区大会が開催されました。130

名を超す出席者があり、活発に活動方向や研修が行われ

ました。９つのクラブの活動報告がありましたが、昨年

度や一昨年度の地区大会では、コロナの影響が大きく、

計画していた活動内容が中止になったとか、Zoom例会

でしのいでいるとの報告が目立ちましたが、今回は、対

面の例会や、具体的な活動の報告が目白押しで、コロナ

禍からの復活を実感しました。当クラブがホストとなっ

ている新潟ローターアクトクラブは現在会員数 10名で、 

地区の中では２番目に会員数が多いクラブですが、報

告された活動内容の件数が最も多く、大変充実してい

ました。基調講演は、等身大株式会社の内藤三矢花様

による「遊び心を爆発させよ あなたにしか出来ない

ことがある」でしたが、自己のメンタルヘルスの管理

と、対面の人間関係が活性化していく状況に即した人

間関係構築に関する内容で、大変有益でした。なお、

各クラブとも活動が活性化しているとはいえ、会員不

足はあいかわらず深刻な問題です。当クラブの会員の

皆様におかれましては、ぜひとも御事業所の中からア

クト会員を推薦していただきたく、ご協力のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

 

(10) 髙橋秀松ゴルフ同好会会長報告 

２０２４年のゴルフシーズンが開幕いたしました。ゴル

フ同好会では４月２１日を皮きりに、年７回のゴルフコ

ンペを企画しています。昨年同様例会時に、出席用紙を

置いておきますので、会員に限らず出席される方はご記

入ください。なを、歴代優勝者の名前の入ったプレート

が出来上がりました。１９５９年の高橋衛さん（高橋智

則会員のお祖父様）から２０２３年の澤田尚さんまでの

２４０名近くの優勝者の名前が刻印されております。皆

さんもぜひ歴史に名前を刻んだください。今年は６月に、

前橋 RCとの親睦ゴルフコンペ 野球大会が新潟にて開

催の予定となっております。たくさんの皆様にご参加い

ただきますようお願いいたします。 

(11) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(本多晃委員長) 

本間 彊君 本多 晃君 

 

米山奨学会寄付発表（ 佐藤 隆夫委員長) 

本間 彊君 内山 博之君 

高橋 智則君 宇尾野 隆君 

 

青少年育成基金寄付発表(高山 克幸委員長)  

 

(12) ニコニコボックス紹介（宮島多佳子委員長） 

・本間彊君 孫のすみれ子が今年大学を卒業し東京に就

職することができました。高校生の頃にロータリー交換

学生としてアメリカ５１００地区に１年間派遣して頂

いたことで英語が少し話せるようになったことなど、皆

様（ロータリー）のおかげと思います。ありがとうござ

いました。 

・細野義彦君 年に数回、国内外を旅行していた３兄妹

夫婦、コロナで会えなくなり２週毎の Zoom兄妹会を企

画、今週で８０回になりました。９１歳の兄は Zoomの

ある日は楽しみで朝からソワソワしているとの事です。 

・石橋正利君 子供たち３人が、私と家内の長寿お祝い

をしてくれました。孫たち８人も一緒に来てくれて嬉し

いです。 

・佐藤紳一君 ○○記念日のお花ありがとうございまし

た。２ケ月以上は保せるぞ！○○は自分で考えて下さい。 

・桒原美樹君 ３月２日放送「新潟水の末裔たち」おか

げさまで沢山の方にみていただきました。ありがとうご

ざいました。見逃した方は BS朝日にて３月９日１４時

２９分から放送します。 

馬場 亮君 １年 小川 潤也君 ２年 

本多  晃君 ７年 吉田 和弘君 ７年 

小飯田 澄雄君 14年 山田 隆一君 29年 

本間  彊君 45年   

本間 彊君 



(13) 幹事報告（高野 潤直前幹事） 

・ロータリーレートが１５１円に変更されました 

 

 

 

(14) ３月５日の例会参加率 

 

Zoom参加 １０名 

 

 

３月１２日の例会プログラム予定 

卓話「スポットワークがもたらす働き方の変化」 

㈱タイミー 執行役員 

スポットワーク研究所所長 石橋 孝宜氏 

 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８５ ８３ ７１ ８５．５４ 

 

３月 5 日 理事会報告 出席者 １１ 名 

 
 

１ 地区補助金について=承認 

  次年度地区補助金を利用して、ミャンマーの病院

へ機器のメンテナンス費用として支援を継続した

い。 

 

２ 退会届について=承認 

  農林中央金庫富山支店 

新潟県担当部長  山口和彦君（3/31 付け） 

 

３ ３月のプログラム=承認 

   ３月  ５日 第一例会につき卓話なし 

３月１２日 卓話 

株式会社タイミー 執行役員 

スポットワーク研究所 

所長 石橋 孝宜（たかのり）氏 

   ３月１９日 卓話 

｢ローターアクト 

 地区とクラブの運営について｣  

高橋 優太 新潟RAC会長 

３月２６日 卓話 「グローバルな人材を活用して

ビジネスへ再投資！」 

Adam Innovations ㈱ 

代表取締役 カウシャル・ワウラガラ氏 

３ その他 

   ・次年度地区役員役員推薦の件＝承認 

米山記念奨学委員会  

奨学生・学友委員会 委員長  織戸 潔君  

   

   ・８５周年の記念式典（R7 年４月２５日） 

    香港島東 RC を招待の件、どのような対応をす

るのがいいか。 

  →７５周年の際のおもてなしをヒアリングと、香港

島東７０周年の様子を見て、対応を検討 

    

・職業奉仕委員会での職場訪問の件、 

    時期  ４月後半か５月の後半 

    視察先 ツインバード工業と米山ガバナーに推

薦してもらう企業。 

 

http://www.niigatarc.jp/

